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年間スローガン：ストップ・ザ・交通事故　〜めざせ 安全で安心な北海道〜

No.157 �   公益社団法人 北海道交通安全推進委員会

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

　
２
０
１
３
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会

９
月
20
日
午
後
０
時
15
分
か
ら
、
札
幌
市
の
「
共
済
ホ
ー

ル
」
で
、
関
係
機
関
・
団
体
か
ら
約
５
０
０
名
が
参
加
し
て

２
０
１
３
交
通
安
全
道
民
総
決
起
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
特
に
交
通
事
故
多
発
期
間
に
重
点
事
項
を

定
め
、
全
国
一
斉
に
取
り
組
み
、
交
通
安
全
を
広
く
呼
び
か

け
る
運
動
で
、
今
年
は
９
月
21
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
行
わ

れ
る
「
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」
の
効
果
を
上
げ
る
た
め

に
前
日
に
実
施
さ
れ
た
総
決
起
大
会
で
す
。

交
通
事
故
犠
牲
者
に
対
す
る
黙
祷
の
後
、
主
催
者
を
代
表

し
て
、
高
橋
は
る
み
道
知
事
、
坂
明
道
警
察
本
部
長
、
南
山

英
雄
北
海
道
交
通
安
全
推
進
委
員
会
会
長
か
ら
「
交
通
事
故

に
よ
り
、
未
だ
２
０
０
人
も
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
て
お
り
、

高
齢
者
が
半
数
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
や
自
転
車
事
故
の

増
加
が
想
定
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
夕
暮
れ
時
が
早

ま
り
、
交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
、
悲
惨
な
交
通
事
故

を
１
件
で
も
減
ら
し
、
安
全
で
安
心
な
北
海
道
を
実
現
す
る

た
め
、
よ
り
一
層
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
る
必
要
が

あ
る
こ
と
か
ら
開
催
し
た
」
旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
森
成
之
道
議
会
環
境
生
活
委
員
長
か
ら

ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
Ｓ
Ｔ
Ｖ
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

ー
の
卷
山
晃
様
に
よ
る
「
気
配
り
運
転
」
と
題
し
た
講
話
を

皮
切
り
に
、
西
興
部
村
交
通
安
全
推
進
委
員
会
の
吉
水
一
男

様
か
ら
「
市
町
村
に
お
け
る
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
」・
石
狩
市
交
通
安
全
推
進
委
員
会
渡
會
久
恵

様
か
ら
「
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
」・
北
海

道
小
売
酒
販
組
合
連
合
会
児
玉
弘
様
か
ら
「
飲
酒
運
転
の
根

絶
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ
活
動
事
例
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
北
海
道
警
察
音
楽
隊
に
よ
り
ま
す
演
奏
の
後
、
道

路
工
業
株
式
会
社
上
田
亮
様
が
交
通
安
全
宣
言
を
行
い
、
ド

ラ
イ
バ
ー
・
自
転
車
・
歩
行
者
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
交
通

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
し
っ
か
り
守
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て

責
任
あ
る
行
動
を
実
践
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
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毎月 15 日は「道民交通安全の日」

無
事
故
の
日
街
頭
啓
発

６
月
25
日
イ

オ
ン
千
歳
店
で
、

千
歳
市
交
通
安

全
母
の
会
が
主

催
と
な
っ
て
、

「
無
事
故
の
日
」

街
頭
啓
発
を
実

施
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
６

（
無
）
月
25
（
事
故
）
日
と
重
ね
合
わ
せ
、
悲
惨

な
交
通
事
故
を
無
く
す
た
め
、
全
道
的
活
動
と

し
て
定
着
し
て
お
り
、
各
地
で
様
々
な
活
動
を

し
て
無
事
故
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
ク
に
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ 

�

ｉ
ｎ
さ
っ
ぽ
ろ

７
月
７
日
、

道
庁
赤
レ
ン
ガ

庁
舎
前
で
、
北

海
道
二
輪
車
協

会
が
主
体
と
な

り
、
交
通
安
全

啓
発
パ
レ
ー
ド

が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
か

ら
の
季
節
、
道
内
で
も
二
輪
車
利
用
者
に
よ
る

交
通
事
故
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

１
件
で
も
交
通
事
故
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
、

二
輪
車
利
用
者
約
１
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

パ
レ
ー
ド
に
先
立
ち
出
発
式
を
行
い
、
白
バ

イ
隊
に
よ
る
安
全
運
転
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ

イ
ス
、
国
際
Ａ
級
ラ
イ
ダ
ー
武
石
伸
也
様
に
よ

る
交
通
安
全
宣
言
の
後
、
道
庁
赤
レ
ン
ガ
庁
舎

前
を
出
発
し
、
札
幌
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
、
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

居
眠
り
運
転
防
止
街
頭
啓
発

７
月
10
日
、
北
広

島
市
の
輪
厚
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
で
、
関

係
機
関
・
団
体
と
連

携
し
て
、
街
頭
啓
発

を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
啓
発
は
、
夏
の

交
通
安
全
運
動
の
初

日
行
事
と
し
て
、
道

民
に
広
く
呼
び
か
け
、

道
民
一
人
ひ
と
り
が

安
全
運
転
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
呼
び
か
け
や
、

居
眠
り
防
止
グ
ッ
ズ
等
を
配
布
す
る
な
ど
、
事

故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

夏
の
交
通
安
全
運
動 

�

「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー
ル
」

７
月
10
日
、
札
幌
市
役
所
南
側
聖
火
台
前
広

場
で
交
通
安
全
対
策
七
者
連
絡
会
議
主
催
に
よ

り
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
「
セ
ー
フ
テ
ィ
コ
ー

ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
集
い
は
、
夏
の
交
通
安
全
運
動
を
広
く

道
民
に
呼
び
か
け
、
道
民
一
人
ひ
と
り
に
安
全

運
転
を
実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

主
催
者
挨
拶
の
後
、

元
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

の
曽
田
雄
志
様
か
ら
交

通
安
全
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
、「
自
転
車
押

し
歩
き
隊
」
出
発
式
で

は
、
自
転
車
押
し
歩
き

隊
を
代
表
し
諏
訪
愛
乃

様
か
ら
、
自
転
車
の
安

全
利
用
に
関
す
る
決
意

宣
言
を
行
い
、
多
く
の

方
々
に
自
転
車
ル
ー

ル
・
マ
ナ
ー
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

「
出
発
式
」
閉
会
後
に
は
、
大
通
西
１
〜
２
丁

目
に
お
い
て
、
の
ぼ
り
旗
や
手
旗
を
持
っ
て

「
旗
の
波
」
に
よ
る
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
方
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
な
ど
安
全
運

転
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

交
通
死
亡
事
故
多
発
警
報 

�

発
表
に
伴
う
街
頭
啓
発

７
月
22
日
か

ら
28
日
ま
で
の

７
日
間
に
石
狩

振
興
局
管
内
で
、

「
交
通
死
亡
事

故
多
発
警
報
」

発
表
に
伴
い
、

７
月
26
日
、

事
故
発
生
場
所

付
近
で
あ
る
札
幌
市
南
区
澄
川
３
条
２
・
３
丁

目
及
び
４
条
２
・
３
丁
目
平
岸
通
交
差
点
付
近

歩
道
上
で
石
狩
振
興
局
職
員
を
始
め
と
し
て
、

関
係
機
関
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
街
頭
啓
発

を
実
施
し
、
通
過
車
両
、
自
転
車
、
歩
行
者
に

対
し
、
交
通
安
全
を
広
く
周
知
し
法
令
順
守
と

マ
ナ
ー
の
向
上
等
を
呼
び
か
け
、
交
通
事
故
の

防
止
を
図
り
ま
し
た
。

赤
レ
ン
ガ
走
友
会 

�

「
第
26
回
１
０
０
キ
ロ
駅
伝
」

毎
年
７
月
に
会

員
の
親
睦
と
錬
成

の
た
め
、「
ニ
セ

コ
〜
赤
れ
ん
が
庁

舎
間
１
０
０
キ
ロ

駅
伝
」
を
実
施
し
、

今
年
で
26
回
目
を

数
え
ま
し
た
。
こ

の
駅
伝
は
、
赤
れ

ん
が
庁
舎
建
設
１
０
０
周
年
記
念
と
し
て
実
施

さ
れ
た
「
赤
れ
ん
が
１
０
０
年
祭
」
の
折
り
に
、

会
と
し
て
１
０
０
キ
ロ
を
１
０
０
年
間
走
り
つ

づ
け
よ
う
と
の
思
い
で
始
め
た
も
の
で
す
。

本
年
は
、
７
月
28
日
、
ニ
セ
コ
山
系
の
麓
を

６
時
半
に
ス
タ
ー
ト
し
、
途
中
、
中
山
峠
で
交

通
安
全
の
啓
発
活
動
を
実
施
し
、
赤
れ
ん
が
庁

舎
ま
で
の
１
０
０
キ
ロ
を
、
会
員
が
交
通
安
全

ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
用
し
、
交
通
安
全
啓
発
を
行
い

な
が
ら
リ
レ
ー
で
夕
方
４
時
頃
に
な
る
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
て
走
り
つ
な
ぎ
ま
し
た
。

当
日
は
、
会
員
及
び
そ
の
家
族
29
名
が
参
加

し
、
１
０
０
キ
ロ
の
距
離
を
複
数
の
ラ
ン
ナ
ー

で
リ
レ
ー
し
、
全
員
の
総
距
離
は
お
よ
そ

１
０
０
０
キ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
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運
転
支
援
シ
ス
テ
ム 

�

「
ア
イ
サ
イ
ト
」の
体
感

７
月
30
日
、

北
海
道
ス
バ
ル

様
の
ご
協
力
を

得
て
、
本
委
員

会
の
職
員
３
名

が
、
事
故
の
な

い
ク
ル
マ
社
会

を
目
指
し
た
先

進
の
運
転
支
援

シ
ス
テ
ム
「
ア

イ
サ
イ
ト
」
を
搭
載
し
た
車
を
全
員
運
転
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
自
動
車
の
安
全
対
策
の
進
歩
に

驚
か
さ
れ
て
参
り
ま
し
た
。

約
30
㎞
の
ス
ピ
ー
ド
で
走
行
し
、
数
十
セ
ン

チ
手
前
で
ピ
タ
ッ
と
停
止
し
た
と
き
は
、
テ
レ

ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
に
出
演
し
て
い
る
よ
う
な
気

分
に
な
り
、
そ
の
安
全
機
能
の
高
度
化
に
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。

本
委
員
会
も
、
よ
り
安
全
な
自
動
車
を
追
及

し
て
い
る
自
動
車
業
界
に
負
け
ず
、
こ
の
度
の

試
乗
体
験
を
生
か
し
、
安
全
運
転
の
大
切
さ
と

命
の
尊
さ
の
啓
発
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
い
き

た
い
と
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
貴
重
な
体
験

を
し
た
一
日
で
し
た
。

バ
イ
ク
の
日
街
頭
啓
発

■
小
樽
市

８
月
９
日
、
小
樽
市
の
フ
ェ
リ
ー
タ
ー
ミ
ナ

ル
で
小
樽
市
を
始
め
と
し
て
、
関
係
機
関
・
団

体
と
連
携
し
な
が
ら
、
本
州
か
ら
来
道
す
る
二

輪
車
を
対
象
に

街
頭
啓
発
を
実

施
し
ま
し
た
。

来
道
し
た
ラ
イ

ダ
ー
に
三
角
フ

ラ
ッ
グ
や
啓
発

資
材
等
を
配
布

し
、
疲
れ
や
眠

気
を
感
じ
た
ら

休
憩
を
取
る
よ
う
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

■
札
幌
市
南
区
定
山
渓

８
月
19
日
、

札
幌
市
南
区
定

山
渓
で
、
札
幌

市
を
始
め
と
し

て
、
関
係
機

関
・
団
体
と
連

携
し
な
が
ら
、

ツ
ー
リ
ン
グ
コ

ー
ス
と
し
て
利

用
さ
れ
る
国
道
２
３
０
号
線
に
お
い
て
、
駐
車

帯
を
利
用
す
る
ラ
イ
ダ
ー
を
対
象
に
、
三
角
フ

ラ
ッ
グ
や
啓
発
資
材
等
を
配
布
し
、
疲
れ
や
眠

気
を
感
じ
た
ら
休
憩
を
取
る
よ
う
安
全
運
転
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

飲
酒
運
転
ス
ト
ッ
プ
！
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

�

ｉ
ｎ
大
通
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン

８
月
12
日
、
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
７
丁

目
・
８
丁
目
「
さ
っ
ぽ
ろ
大
通
ビ
ア
ガ
ー
デ

ン
」
会
場
内
に
お
い
て
、
酒
類
メ
ー
カ
ー
及
び

関
係
機
関
・
団
体
と
協
働
し
「
飲
酒
運
転
根

絶
」
や
「
ハ

ン
ド
ル
キ
ー

パ
ー
運
動
」

の
定
着
を
図

る
啓
発
活
動

を
行
い
「
飲

酒
運
転
を
し

な
い
・
さ
せ

な
い
」
と
い

う
飲
酒
運
転

根
絶
意
識
の

向
上
を
図
り

ま
し
た
。

高
齢
者
交
通
事
故
防
止
講
習
会

こ
の
事
業
は
、

道
内
で
平
成
22

年
に
高
齢
者
の

交
通
死
亡
事
故

が
多
発
し
た
市

町
村
に
お
い
て
、

平
成
23
年
度
か

ら
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
地

元
警
察
署
の
講

話
の
後
、
高
齢

者
疑
似
体
験
装

置
の
「
ま
な
び

体
」
等
を
着
用

し
、
身
体
能
力

の
低
下
に
よ
っ

て
、
周
囲
の
音

が
聞
こ
え
な
い
、
危
険
を
察
知
し
て
も
す
ぐ
に

は
動
け
な
い
等
の
高
齢
者
の
気
持
ち
を
体
験
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
高
齢
歩
行
者
等
に

対
す
る
思
い
や
り
の
心
を
も
っ
た
運
転
を
呼
び

か
け
て
安
全
意
識
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◦
９
月
10
日　

森　

町　

60
名
参
加

◦
９
月
12
日　

旭
川
市　

65
名
参
加

自
転
車
安
全
日
街
頭
啓
発

毎
月
第

１
・
第
３
金

曜
日
の
「
自

転
車
安
全

日
」
に
、
札

幌
市
内
各
地

で
啓
発
活
動

を
実
施
し
ま

し
た
。

こ
の
啓
発

で
は
、
交
差

点
等
に
お
い
て
、
警
察
官
や
各
関
係
機
関
・
団

体
の
職
員
等
に
よ
り
歩
道
走
行
そ
の
他
違
法
行

為
を
し
て
い
る
自
転
車
に
対
す
る
指
導
警
告
や

自
転
車
リ
フ
レ
ク
タ
ー
の
取
付
け
及
び
夜
光
反

射
材
の
貼
付
を
実
施
し
、
自
転
車
利
用
者
の
交

通
事
故
の
防
止
や
交
通
ル
ー
ル
の
周
知
と
マ
ナ

ー
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

◦
７
月
５
日　

地
下
鉄
真
駒
内
駅
前

◦
７
月
19
日　

三
越
前
交
差
点

◦
８
月
２
日　

‌�

白
石
区
栄
通
18
丁
目
５
番‌

コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
ル
ー
シ
ー
店

◦
８
月
16
日　

地
下
鉄
豊
平
公
園
駅
前

◦
９
月
６
日　

厚
別
警
察
署
周
辺

スマホ手に　車や自転車　事故のもと

旭川市 森　町
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今点けて！　まだ明るいは　もう暗い

【一般募金】
■箱募金（１口）敬称略	 �

団　体　名 金額（円）
７月 鹿追交通少年団 63,065

【寄附金】
■寄附（２口）敬称略�

住　所 団　体　名 金額（円）
６月 札幌市 植村泰也 2,000 
８月 札幌市 植村泰也 2,000 

■募金（５口）敬称略	 �
住　所 団　体　名 金額（円）

７月 札幌市 株式会社アペックス 9,047 

８月

栗山町 一般社団法人札幌地区
トラック協会南空知支部 129,010 

寿都町 ライダーズミーティング
in寿都実行委員会 35,000 

紋別市 紋別市交通安全運動
推進協議会 28,395 

七飯町 函館カスタムカー愛好会 24,162 

交通遺児に愛の手を! ありがとうございました。

表彰要領の一部改正について
本委員会の交通安全運動を支援するため、寄付の申し出があったものを表彰することができるよう新たに「交通安全運
動支援寄付表彰」の項目を設け、平成25年９月１日より施行しました。

改　　　　　正 現　　　　　行
公益社団法人北海道交通安全推進委員会表彰要領
（業務貢献表彰）
第７条　業務貢献表彰は、次の区分とする。
（１）交通遺児育英資金造成貢献表彰

本委員会が行う交通遺児育英基金の造成に貢献したものに対し、
次の掲げる要件により感謝状を贈呈して行う。
ア�　原則として、10万円以上の寄付又は募金活動をしたもの。

また、継続した寄付又は募金活動で同相当額に達したもの、
及び申し出等により寄付総額が10万円以上見込まれるもの。

イ　原則として、10年以上募金活動をしたもの。
ウ　その他、会長が特に必要と認めたもの。

（２）交通安全運動支援寄付表彰
本委員会が行う交通安全運動の推進に貢献したものに対し、次の

掲げる要件により感謝状を贈呈して行う。
ア�　原則として、10万円以上の寄付又は募金活動をしたもの。

また、継続した寄付又は募金活動で同相当額に達したもの、
及び申し出等により寄付総額が10万円以上見込まれるもの。

イ　原則として、10年以上募金活動をしたもの。
ウ　その他、会長が特に必要と認めたもの。

【現要領第２号から第５号までを、順次１号ずつ繰り下げる】

公益社団法人北海道交通安全推進委員会表彰要領
（業務貢献表彰）
第７条　業務貢献表彰は、次の区分とする。
（１）交通遺児育英資金造成貢献表彰

本委員会が行う交通遺児育英基金の造成に貢献したものに対し、
次の掲げる要件により感謝状を贈呈して行う。
ア�　原則として、10万円以上の寄付又は募金活動をしたもの。

また、継続した寄付又は募金活動で同相当額に達したもの。
イ　原則として、10年以上募金活動をしたもの。
ウ　その他、会長が特に必要と認めたもの。

（２）賛助並びに創意考案等表彰
本委員会の業務遂行に関連し、一口10万円以上の賛助金、若しく

は同相当額以上の資機材を寄贈したもの並びに継続して賛助協力し、
相当額に達したもの又は、交通安全に関する創意考案物品製造等に
より、顕著な貢献をしたものに対し、感謝状を贈呈して行う。

（３）各種入賞者等表彰
本委員会が主催又は協賛して行う各種コンテスト、優良実践事例

募集等において優れた成績を収め、入賞したものに対し、その都度
賞状及び副賞を贈呈して行う。
ア�　各種コンテンスト応募の入賞者に対し、最優秀賞、優秀賞及
び佳作の各賞を授与する。

イ�　前号の規定にかかわらず、必要に応じ努力賞を授与すること
ができる。

（４）交通安全推進員表彰
本委員会又は市町村委員会の交通安全推進員で、５年以上継続勤

務し、退職したものに対し、感謝状を贈呈して行う。
この場合において、地区協議会長は、該当者があった都度、別表

４により名簿を本委員会に提出する。
（５）役員及び職員表彰

ア�　本委員会の役員として多年にわたり会の運営並びに交通安全
の推進に功績のあったものに対し、感謝状を贈呈して行う。

イ�　本委員会職員で担当業務に熟達し、多年にわたり献身的努力
をもって職務に精励したものに対し、表彰状を贈呈して行う。

８月22日 
札幌地区トラック協会南空知支部

北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊・交
通
安
全
祈
願
式
の
開
催 

�

及
び
北
海
道
交
通
遭
難
者
家
族
の
会
に
つ
い
て

６
月
28
日
、
滝
川

市
南
滝
の
川
東
公
園

に
お
い
て
「
第
26
回

北
海
道
交
通
遭
難
者

慰
霊
・
交
通
安
全
祈

願
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

黙
祷
の
後
、

北
海
道
交
通
安

全
協
会
会
長
ほ

か
２
名
の
方
か

ら
慰
霊
の
こ
と

ば
が
あ
り
、
参

加
者
全
員
が
献
花
し
、
交
通
事
故
の
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
を
慰
霊
し
、
交
通
事
故
防
止
と
交

通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。

交
通
遭
難
者
家
族
の
会
は
、
昭
和
63
年
か
ら

「
北
海
道
交
通
遭
難
者
慰
霊
・
交
通
安
全
祈
願

聖
観
音
菩
薩
像
」
の
下
、
こ
の
祈
願
式
を
他
３

団
体
と
共
催
で
行
い
遭
難
者
の
供
養
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
交
通
安
全
運
動
へ
の
参
加
や
、
会

独
自
で
行
っ
て
い
る
旗
の
波
運
動
な
ど
の
街
頭

啓
発
を
通
じ
て
交
通
事
故
死
の
撲
滅
を
図
る
た

め
の
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

道
内
の
交
通
遭
難
者
の
ご
遺
族
の
方
に
は
、

こ
の
家
族
の
会
へ
ご
加
入
い
た
だ
き
、
毎
年
６

月
28
日
に
滝
川
市
で
行
わ
れ
る
慰
霊
・
祈
願
式

に
ご
参
列
し
ま
せ
ん
か
。

加
入
申
し
込
み
等
に
つ
い
て
は
、
滝
川
市
役

所
く
ら
し
支
援
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
☎
０
１
２
５-

２
８-

８
０
１
２
（
直
通
）
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お年寄り　孫のお手本　いい横断

札
幌
市
西
区
は
、
札
幌
市
10
区
中
２
番

目
の
面
積
を
持
つ
人
口
21
万
人
の
ま
ち
で

す
。
区
内
に
Ｊ
Ｒ
や
地
下
鉄
駅
を
有
し
、

幹
線
道
路
が
整
備
さ
れ
、
現
在
も
マ
ン
シ

ョ
ン
建
設
な
ど
発
展
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
南
西
部
に
は
手
稲
山
、
三
角
山
、

中
心
部
に
は
琴
似
発
寒
川
な
ど
が
流
れ
る

自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。

Ｊ
Ｒ
や
地
下
鉄
駅
周
辺
な
ど
に
は
、
大

型
の
小
売
店
舗
や
各
種
施
設
、
飲
食
店
な

ど
が
あ
り
、
区
民
は
、
商
店
街
で
買
い
物

や
飲
食
を
楽
し
み
、
コ
ン
サ
ー
ト
、
祭
り

な
ど
に
触
れ
、
ま
た
、
四
季
折
々
に
美
し

い
姿
を
見
せ
る
山
々
や
公
園
・
緑
地
で
は

登
山
や
散
策
、
琴
似
発
寒
川
な
ど
で
は
花

見
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
、
散
歩
等
、
多
く
の

区
民
で
に
ぎ
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

17
会
場
で
同
時
に
街
頭
啓
発
！

千
人
規
模
の
総
決
起
大
会
も

西
区
民
は
、
文
化
や
環
境
に
関
す
る
活

動
の
ほ
か
、

交
通
安
全

に
対
し
て

も
熱
い
思

い
で
取
り

組
ん
で
い

ま
す
。
春

夏
秋
冬
の

期
別
運
動

期
間
中
に

は
、
延
べ
４
、０
０
０
人
も
の
区
民
が
参

加
し
て
交
通
安
全
街
頭
啓
発
を
行
い
、
特

に
「
早
朝
・
昼
間
街
頭
啓
発
」
は
区
内
の

17
を
超
え
る
主
要
交
差
点
で
、
同
時
間
帯

に
一
斉
に
実
施
す
る
た
め
区
内
の
ど
こ
で

も
啓
発
活
動
を
目
に
す
る
こ
と
に
な
り
、

地
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
区
内
を
走
行
す

る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
も
交
通
安
全
の

意
識
高
揚
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

も
う
ひ
と
つ
大
き
な
取
組
と
し
て
は
、

各
地
区
の
連
合
町
内
会
が
主
催
す
る
交
通

安
全
総
決
起
大
会
が
あ
り
ま
す
。
毎
年
、

６
月
か
ら

７
月
に
六

つ
の
会
場

で
、
大
き

い
と
こ
ろ

で
は
１
、

０
０
０
人

も
の
住
民

が
結
集
し

て
、
交
通

安
全
宣
言
、
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
等
を
行

い
、
参
加
し
た
住
民
に
は
交
通
事
故
撲
滅

に
対
す
る
気
持
ち
を
新
た
に
す
る
よ
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ 

�

１
１
、９
３
１
日
達
成
の
快
挙

西
区
に
お
け
る
過
去
10
年
間
の
交
通
事

故
は
、
区
民
の
積
極
的
な
取
り
組
み
も
あ

り
大
き
く
減
少
し
て
お
り
、
平
成
23
年
に

は
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
達
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
西
区
の
11
の
連
合
町
内
会
の
ひ
と

つ
で
あ
る
昭
和
連
合
町
内
会
は
、こ
の
８
月

末
で
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日
１
１
、９
３
１

日
と
い
う
記
録
を
達
成
し
、
現
在
も
こ
の

記
録
を
更
新
中
で
す
。

こ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ
た
る
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
の
記
録
は
、
道
内
他
市
町
村
、
札
幌

市
の
他
区
の
連
合
町
内
会
に
も
見
ら
れ
ず

大
変
な
快
挙
と
言
え
ま
す
。

昭
和
地
区
は
、
隣
接
の
連
合
町
内
会
と

と
も
に
街
頭
啓
発
活
動
や
研
修
会
、
総
決

起
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
積
極
的
に
活
動

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
こ
の
記
録
は
そ
の

成
果
と
言
え
ま
す
。

昭
和
地
区
の
住
民
は
、
今
後
も
こ
の
記

録
を
続
け
て
い
こ
う
と
い
う
強
い
決
意
を

も
っ
て
交
通
安
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
他
の
連
合
町
内
会
に
と
っ
て
も
大
変

な
励
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
日
も
明
日
も
…
。
続
く
、西
区
民
の 

�

交
通
安
全
へ
の
取
り
組
み

西
区
で
は
こ
の
他
に
も
、
交
通
安
全
指

導
員
は
、
雨
風
に
関
わ
ら
ず
一
年
を
通
じ

て
登
下
校
時
の
子
供
た
ち
を
見
守
っ
て
お

り
、
交
通
安
全
母
の
会
は
高
齢
者
に
対
す

る
啓
発
活
動
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
教
室
は
区
内
の
全
小

学
校
の
ほ
か
幼
稚
園
・
保
育
園
、
老
人
ク

ラ
ブ
で
開
催
し
て
お
り
、
年
間
２
０
０
回
、

参
加
者
２
万
人
に
上
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
５
月
に
は
全
区
民
を
対
象
と
し
た

「
Ｄ
Ｏ
セ
ー
フ
テ
ィ
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
１
、３
０
０
人
を
超
え
る
区
民

が
参
加
し
大
き
な
成
果
を
収
め
ま
し
た
。

連
合
町
内
会
等
を
は
じ
め
区
民
の
大
き
な

協
力
が
あ
っ
て
の
成
功
で
し
た
。

西
区
民
の
交
通
事
故
を
減
ら
そ
う
と
い

う
熱
い
活
動
が
続
き
ま
す
。

札
幌
市
西
区

（
石
狩
振
興
局
）

①

多
彩
な
展
開
、広
が
る
活
動
。

交
通
安
全
運
動
は
西
区
民
が
主
役
！
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乙
部
町
は
、
檜
山
管
内
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
渡
島
山
脈
の
秀
峰
「
乙
部
岳
」
の
裾
野
に

広
が
る
人
口
約
４
、２
０
０
人
の
、
海
と
山
の

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
町
で
す
。

基
幹
産
業
は
農
業
と
漁
業
で
、
農
業
は
稲
作

の
良
食
味
米
の
生
産
を
奨
励
し
、
畑
作
は
大
豆
、

ニ
ン
ジ
ン
、
馬
鈴
薯
等
を
主
要
作
物
と
し
て
、

高
設
イ
チ
ゴ
、
立
茎
ア
ス
パ
ラ
、
温
泉
熱
を
利

用
し
た
ト
マ
ト
や
キ
ュ
ウ
リ
、
ま
た
、
新
た
な

作
物
と
し
て
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
栽
培
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
収
益
性
の
向
上
と
輪
作
体
系
を
確

立
し
、
魅
力
あ
る
安
定
し
た
農
業
経
営
が
で
き

る
「
農
業
再
生
プ
ラ
ン
」
の
構
築
を
図
っ
て
い

ま
す
。

漁
業
は
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
や
イ
カ
等
の
回
遊

資
源
に
依
存
し
て
お
り
、
豊
凶
に
よ
り
生
産
は

大
き
く
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沿
岸
漁

場
の
改
良
、
魚
礁
の
造
成
と
共
に
、
ウ
ニ
、
サ

ケ
、
マ
ス
等
の
種
苗
放
流
や
中
間
育
成
事
業
、

ナ
マ
コ
種
苗
生
産
試
験
事
業
な
ど
、
安
定
し
た

沿
岸
漁
業
の
確
立
に
努
め
て
い
ま
す
。

観
光
資
源
と
し
て
、
町
内
に
は
３
箇
所
の
温

泉
が
湧
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
入
浴
施
設
が
あ
り
、

海
岸
線
に
は
「
館
の
岬
」、「
鮪
の
岬
」
な
ど
自

然
の
造
形
美
が
続
き
、「
元
和
台
海
浜
公
園
」
は

全
国
で
も
珍
し
い
自
然
を
生
か
し
た
海
の
プ
ー

ル
で
環
境
省
の
「
快
水
浴
場
百
選
」
に
選
ば
れ
、

短
い
夏
の
期
間
で
は
あ
り
ま
す
が
賑
わ
い
を
見

せ
ま
す
。
ま
た
、
町
内
富
岡
の
国
有
林
内
に
は

林
野
庁
の
全
国
巨
樹
・
巨
木
百
選
に
選
定
さ
れ

た
名
木
「
縁
桂
」
は
縁
結
び
の
神
木
と
し
て
崇

め
ら
れ
る
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た
資
源
が
あ

り
ま
す
。

交
通
事
故
防
止
の
取
り
組
み

乙
部
町
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
で
は
、

「
交
通
事
故
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
豊
か
な
地
域
社
会
」
を
創
る
こ
と
を
重

点
目
標
と
し
、
交
通
安
全
指
導
員
会
、
自
治

会
・
町
内
会
、
婦
人
会
、
小
中
学
校
、
老
人
ク

ラ
ブ
等
の
各
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
町

民
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
と
交
通
ル
ー
ル
の

遵
守
に
努
め
て
い
ま
す
。

春
・
夏
・
秋
・
冬
の
各
期
別
運
動
で
は
、
各

団
体
・
事
業
所
へ
の
運
動
の
協
力
を
依
頼
し
、

防
災
行
政
用
無
線
と
広
報
紙
に
よ
る
啓
発
、
特

に
、
春
と
秋
の
運
動
で
は
自
治
会
・
町
内
会
、

婦
人
会
、
小
中

学
校
な
ど
の
協

力
に
よ
り
、
交

通
安
全
指
導
員

と
共
に
大
人
か

ら
子
ど
も
（
小

学
校
高
学
年
）

ま
で
が
街
頭
に

立
ち
、
通
学
児

童
生
徒
や
歩
行

者
の
交
通
安
全

指
導
や
通
過
車

両
に
安
全
運
転
の
呼
び
か
け
、
通
行
車
両
を
停

車
さ
せ
て
運
転
者
な
ど
に
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
る
街
頭
啓
発
も
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
秋
の

運
動
期
間
中
に
は
乙
部
小
学
校
マ
ー
チ
ン
グ
バ

ン
ド
に
よ
る
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し
、

町
民
に
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
安
全
指
導
員
の
協
力
の
下
に
町

内
を
巡
回
し
、
地
域
か
ら
の
聴
き
取
り
も
行
い

な
が
ら
交
通
事
故
危
険
箇
所
を
調
査
、「
飛
び

出
し
注
意
」
な
ど
の
注
意
喚
起
看
板
や
路
面
シ

ー
ト
な
ど
を
設

置
す
る
と
共
に
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
の
設
置
を
関

係
機
関
に
要
望

を
し
て
い
る
ほ

か
、
毎
年
12
月

に
は
歳
末
啓
発

と
し
て
飲
酒
運

転
の
根
絶
の
た

め
の
街
頭
啓
発

と
飲
食
店
を
訪

問
し
て
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
、
事
故
防
止
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
や
高
齢
者
の
交
通
安
全

毎
年
、
交
通
安
全
運
動
推
進
委
員
会
で
は
、

子
ど
も
の
交
通
安
全
対
策
の
一
環
と
し
て
、
保

育
園
児
に
は
夜
光
反
射
材
と
交
通
安
全
マ
ス
コ

ッ
ト
、
新
入
学
児
童
に
は
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

と
蛍
光
ワ
ッ
ペ
ン
、
小
学
生
に
は
教
本
「
自
転

車
の
交
通
ル
ー
ル
」
を
青
空
教
室
で
講
習
の
際

に
配
付
し
て
マ
ナ
ー
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
や
ジ
ュ
ニ
ア
シ
ー
ト
の
無
料
貸
出
し
も
行

い
、
乳
幼
児
や
児
童
の
大
切
な
命
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
運
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
平
成
24
年
４
月
よ
り
警
察
官
Ｏ
Ｂ

を
交
通
安
全
相
談
員
等
と
し
て
採
用
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
集
会
や
高
齢
者
大
学
に
お
い
て
「
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
」
の
た
め
の
講
話
や
夜

光
反
射
材
を
配
付
し
、
そ
の
効
果
と
注
意
事
項

な
ど
を
説
明
す
る
と
共
に
、「
悪
徳
商
法
」、「
オ

レ
オ
レ
詐
欺
」
や
「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
手

口
の
講
話
も
行
う
ほ
か
、
最
近
の
悪
徳
手
口
を

「
相
談
員
通
報
」
と
し
て
発
行
す
る
な
ど
し
て

い
ち
早
く
周
知
し
、
高
齢
者
の
心
と
身
体
を
守

る
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

乙
部
町
は
本
年
５
月
28
日
に
交
通
事
故
死
ゼ

ロ
１
、５
０
０
日
を
達
成
し
、
２
、０
０
０
日
を

目
標
に
運
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
が
、「
町

民
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、
事
故
に
遭
わ
な
い

運
動
」
を
展
開
し
、
安
全
・
安
心
な
町
づ
く
り

に
努
め
て
お
り
ま
す
。

あの道　この道　慣れた道 安全確認　もう一度

乙
部
町

（
檜
山
振
興
局
）

②

町
民
が
事
故
を
起
こ
さ
な
い
、事
故
に
遭
わ
な
い

�
安
全・安
心
な
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

春の交通安全街頭指導と啓発乙部小学校交通安全パレード
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白馬堂印刷株式会社は59年という“時”を経て、
2014年には、おかげさまで60周年を迎えます。

地域交通安全実践活動ニュース
安全ルールを守って、 
� 楽しい思い出を
� 胆振地区交通安全推進協議会
「夏の交通安全運動期間」最終日の７
月19日、苫小牧港フェリーターミナルに
て「フェリー水際作戦街頭啓発」を行い、
北海道を訪れた本州からのドライバーら
に「スピードダウン」等の交通安全を訴
えました。毎年、本格的な行楽シーズン
を迎えるこの時期に、フェリーで訪れる
道内観光のドライバーらに交通安全を訴
えるため実施してきました。
この日は名古屋や広島等、関西方面の

ナンバーの乗用車やオートバイ等140台
が下船しました。啓発には、岩倉苫小牧
市長、中栄苫小牧警察署長はじめ、各団
体から約100名が参加し、ドライバーや
ライダーにロードマップや飲料水など交
通安全グッズを配布し、「交通ルールを
守って、楽しい思い出を」と呼び掛けま
した。

変
わ
ら
ず�

�

持
ち
続
け
る
意
識

今
年
の
夏
は
猛
暑
、
豪
雨
、

竜
巻
等
日
本
の
気
候
が
、
す
っ

か
り
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う

に
感
じ
ら
れ
る
。

交
通
安
全
の
意
識
も
ま
た
、

以
前
と
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
な

ら
な
い
。

先
日
あ
る
交
差
点
に
さ
し
か

か
っ
た
と
き
、
救
急
車
の
サ
イ

レ
ン
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

あ
い
に
く
救
急
車
の
側
は
赤
信

号
で
あ
る
。
そ
の
時
、
左
側
か

ら
１
台
の
車
が
通
り
過
ぎ
る
。

１
台
だ
け
か
と
思
い
き
や
、
そ

れ
に
続
い
て
数
台
の
車
が
交
差

点
に
進
入
し
、
救
急
車
の
前
を

横
切
る
。
や
む
な
く
救
急
車
は

停
止
し
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
呼

び
か
け
る
が
効
果
は
無
い
。
以

前
で
あ
れ
ば
、
緊
急
車
両
の
サ

イ
レ
ン
の
音
と
共
に
整
然
と
道

路
脇
に
よ
り
緊
急
車
両
の
通
り

過
ぎ
る
の
を
待
っ
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
運
転
者
の
意
識
が
大

き
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ

ろ
う
か
？

道
路
が
整
備
さ
れ
、
車
の
メ

カ
ニ
ッ
ク
が
進
歩
し
、
交
通
事

故
死
者
数
は
大
き
く
減
少
し
て

き
て
い
る
。
し
か
し
、
依
然
多

く
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
る
。

最
後
に
交
通
事
故
死
者
を
無
く

す
の
は
、
運
転
者
の
交
通
安
全

に
対
す
る
意
識
し
か
無
い
と
考

え
る
。
し
っ
か
り
と
し
た
交
通

安
全
意
識
を
持
ち
た
い
も
の
で

あ
る
。

渡島地区

湊　　弘二

デ
イ
・
ラ
イ
ト
調
査
で�

�

思
う
こ
と

早
い
も
の
で
、
交
通
安
全
推

進
員
と
し
て
勤
め
は
じ
め
て
か

ら
、
６
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

推
進
員
の
業
務
と
し
て
、
毎

月
、
デ
イ
・
ラ
イ
ト
調
査
を
行

っ
て
お
り
ま
す
が
、
恥
ず
か
し

い
話
で
す
が
、
当
時
の
私
は

「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
」
の
言
葉
な
ど

知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
２
年
、
渡
島
支
庁
（
今

は
渡
島
総
合
振
興
局
）
が
交
通

事
故
死
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う

と
、
て
ん
と
う
（
点
灯
）
虫
作

戦
の
名
前
を
付
け
て
、
昼
間
点

灯
運
動
を
始
め
ま
し
た
。
平
成

15
年
か
ら
は
、
北
海
道
や
北
海

道
警
察
が
多
発
す
る
交
通
事
故

に
待
っ
た
を
か
け
る
手
段
の
一

つ
と
し
て
「
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運

動
」
を
取
り
入
れ
た
と
聞
い
て

お
り
ま
す
。

当
管
内
で
は
、
一
部
の
事
業

所
や
住
民
が
デ
イ
・
ラ
イ
ト
運

動
を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
ラ

イ
ト
点
灯
の
車
両
を
見
か
け
る

こ
と
は
少
な
い
状
況
で
す
。

調
査
を
し
て
い
る
と
、「
調

査
員
を
見
か
け
た
」
ド
ラ
イ
バ

ー
の
中
に
は
、
あ
わ
て
て
「
ラ

イ
ト
」
を
点
灯
し
て
く
れ
る
車

や
、
ス
ピ
ー
ド
の
取
り
締
ま
り

と
思
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
急
に

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
車
な
ど
を

見
か
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

悲
惨
な
事
故
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
一
人
ひ
と

り
が
率
先
し
て
デ
イ
・
ラ
イ
ト

に
取
り
組
み
た
い
も
の
で
す
。

留萌地区

南　　　隆

交通安全推進員の声
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◆ ◆ ◆ ◆ ◆
交通事故死
ゼ ロ 日 数
顕 彰
◆ ◆ ◆ ◆ ◆

石狩地区..................................... 千歳市 オホーツク地区......................... 小清水町

７月
1500日▶雨竜町
1000日▶赤井川村
  700日▶�東川町、羽幌町、 

足寄町
  500日▶枝幸町
  300日▶富良野市

８月
3500日▶京極町
2500日▶えりも町
1000日▶�夕張市、安平町、

浜頓別町、芽室町
  700日▶豊富町、湧別町
  500日▶仁木町
  300日▶室蘭市、名寄市

９月
（９月末日までの予定を含む）
4000日▶置戸町
3500日▶江差町
2500日▶留寿都村、今金町
1500日▶利尻町
1000日▶滝上町
  700日▶�鹿部町、中川町、

中札内村
  500日▶�新十津川町、 

士幌町、鹿追町、
新得町

  300日▶北斗市

えりも町では、平成18年10月10日から続
く交通事故死ゼロが８月13日で2500日を達
成しました。翌14日、えりもの灯台まつり会
場にて記念式典を開催し、日高振興局長より
町に知事感謝状及び道交通安全推進委員会の
表彰状が伝達され、岩本町長は「次は3000日
を目標に邁進したい」と決意を述べ交通事故
撲滅を訴えました。

４月25日、下川町幼児センターで、こぐま
クラブの青空自転車教室が、年中さんと年長
さんの幼児が参加し行われました。

はじめに警察官から講話を頂いた後、近く
の道々の交差点を使い、実践による自転車の
乗り方と横断歩道の渡り方について学習しま
した。幼児は、今回の教室経験を生かし、事
故に遭わないよう再度認識しました。

日高地区.................................. えりも町 上川地区..................................... 下川町

高齢化の進行に伴い、課題となっている高齢者ドライバ
ーの交通事故防止を目的として、今年から行っている「と
かち安全運転呼びかけ宣言」の取組みについて、多くの住
民から賛同の署名をいただき、その数約二千となりました。

署名を募るために全市町村で戸別訪問を行う市町村キャ
ラバンにおいても、好意的に受け止めてくれる住民も多
く、高齢者ドライバーの交通事故対策には大きな関心が寄
せられています。

標茶町交通安全運動推進協議会は、８月18日の
バイクの日に合わせて、町内のバイク愛好家と弟
子屈警察署や釧路総合振興局が参加して、二輪車
を利用する旅行者などに交通事故防止を呼びかけ
ました。バイク愛好家が交通安全宣言をし、交通
安全と書かれた旗を付けたバイクで、市街地から
多和平までパレードし、多和平を訪れた観光客に
交通ルールの遵守と事故防止を呼び掛けました。

十勝地区..................................... 清水町 釧路地区..................................... 標茶町


